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バーチャルウォークで 

奥州街道竜飛岬までー9 

平野 武宏 

 

寅次郎、下野国（現在の栃木県）宇都宮宿から、さらに北に進み、奥州街道終点

の陸奥國（現在の青森県）の三厩（みんまや）宿、そして津軽半島最北端の竜飛

岬までの長いバーチャルウォークに挑戦しています。 

バーチャルウォークとは毎日の散歩などで歩いた距離をコースシートの 2km 単

位で進んでゴールを目指します。コースシートはＨＰのＹＲ・四季の道をご覧

ください。 

奥州街道竜飛岬までは 2020 年 12 月～2021 年 8 月に歩いて、寅さん歩 352 東京

の博物館めぐり-39～寅さん歩 373 谷端川の流れを歩くｰ 5 の内で経過のみを報

告しましたが、今回は各宿場を紹介しながら歩きます。 

徳川家康が整備して幕府が直轄した「五街道」の奥州道中（奥州街道）は日本橋

から白河宿までで、白河宿から北の奥州街道は幕府の勘定奉行が管理し、各藩

が支配しました。白河宿より北の各宿場については参考文献が少なくネットな

どで調べた情報です。写真は無料画像を使用します。 

前回は鬼柳宿から一戸宿まで歩きました。今回は福岡宿から野辺地宿まで歩き

ます。 

 

[福岡宿] 岩手県二戸市   最寄駅 ＪＲ東北新幹線 二戸駅 

                    ＩＧＲいわて銀河鉄道線 二戸駅        

 

2025 年 3 月 11 日福岡宿（日本橋から 628km） 

に到着しました。 

ＩＧＲいわて銀河鉄道線は東北新幹線の 

開業でＪＲ東日本から引き継ぎ 2001 年 

5 月に開業の第三セクターで岩手県内の 

盛岡駅から目時駅までです。 

名前は公募して「いわて銀河鉄道線」に 



決まりましたが、すでに商標登録がされているため、「ＩＧＲ」を頭に付けま

したが、ローマ字は登録できないため、「アイジーアール」と読み替えていま

す。 

福岡宿は二戸の中心部の福岡に宿場が置かれたため「福岡宿」と呼ばれました。

また南部一族の九戸氏が築城した「九戸城」の城下町でした。「九戸城」は南

部氏が盛岡に移るまで居城で「福岡城」とも呼ばれました。 

 

[金田一宿]  岩手県二戸市  

 最寄駅 ＩＧＲいわて銀河鉄道線 金田一温泉駅  

 

2025 年 3 月 11 日金田一（きんたいち）宿 

（日本橋から 632km）に到着しました。 

最寄駅からバスで 5分の所に金田一温泉 

があります。田の中から湯が沸いたので 

で「湯田温泉」とも呼ばれています。 

1626 年（寛永 3 年）に発見され、江戸時代 

は南部藩指定の湯治場「侍の湯」と賑わい 

ました。金田一の地名の由来は南部氏の祖 

の関係者の金田一氏に因む説とアイヌ語で 

山の方にある川の説があるそうです、 

写真右は現在の町並みです。 

  

[三戸宿]  青森県三戸市   最寄駅 ＪＲ東北新幹線 二戸駅 

青の森鉄道線 二戸駅 

 

陸中国（現在の岩手県）から陸奥国 

（現在の青森県）に入ります。 

2025 年 3 月 20 日三戸（さんのへ）宿 

（日本橋から 644km）に到着しました。 

写真右は現在の町並みです。 

東北新幹線の開業により青森県内にも 

ＪＲ東日本から引き継いだ第三セクター 

「青の森鉄道」が誕生しました。 

 



「青森」の名の由来は「青の森」だったからだそうです 2002 年 2 月目時駅か 

ら八戸駅、2010 年 12 月に八戸駅から青森駅でＩＧＲいわて銀河鉄道とつな 

がりました。三戸宿は南部氏が元々の本拠地としていた三戸城の城下町、交 

通の要衝として栄えました。二日町と八日町が交代で人馬の継立にあたりま 

した。 

 

[浅水宿]  青森県三戸郡五戸町    最寄駅 八戸駅からバス利用 

 

2025 年 3 月 25 日浅水（あそうず）宿（日本橋から 658km）に到着しました。 

写真下左は現在の町並みです。浅水城の城下町として整備された以外の情報が 

ありません。名物を探したら「なんばんみそ」（写真下右）が見つかりました。 

味噌と名乗っていますが、大根、人参、きゅうり、しその実をもろみに付けた漬

物でこの地方の冬の保存食でごはんのお供だそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[五戸宿]  青森県三戸郡五戸町    最寄駅  八戸駅からバス利用 

 

2025 年 3 月 28 日五戸（ごのへ）宿（日本橋から 664km）に到着しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



古くからこの周辺の中心地とのことです。写真下左は現在の町並みです。 

五戸自慢の特産品は馬肉（写真上右）でヘルシーな食べ物です。 

 

 

[伝法寺]・[藤島宿]   青森県十和田市   最寄駅 バス利用     

 

2025 年 3 月 30 日伝法寺（でんぽうじ）宿（日本橋から 670km）、2025 年 3 月 

31 日藤島宿（日本橋から 673km）に到着しました。 

写真下左は伝法寺、写真下右は富士さ今の現在の町並みです。 

「伝法寺宿」と「藤島宿」は半月交代で人馬継立にあたったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

[七戸宿] 青森県上北郡七戸町  最寄駅 JＲ東北新幹線 七戸十和田駅  

 

2025 年 4 月 3 日七戸（しちのへ）宿（日本橋から 688km）に到着しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



盛岡藩直轄となってから代官所が置かれた宿場で、「七戸城」の城下町でした。 

写真上左は現在の町並みです。写真上右は明治時代初頭に奥州街道沿い 

に植えられた七戸松並木です。 

 

[野辺地宿] 青森県上北郡野辺地町  最寄駅 青い森鉄道線 野辺地駅 

 

2025 年 4 月 6 日野辺地（のへじ）宿 

（日本橋から 708km）に到着しました。 

野辺地宿は陸の交通の要衝とともに 

北前船寄港地として上方や蝦夷との窓口 

でした。また、南部藩領だった尾去沢鉱山 

の銅の積出港としても栄えました、 

 

 

 

今回はここまでとします。 

 

 

平野 寅次郎 拝 

     


